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2 0 2 1 - 2 2 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー テ ー マ  

「 奉 仕 し よ う  

み ん な の 人 生 を 豊 か に す る た め に 」  

2 0 2 1 - 2 2 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「立ち向かおう！   

ロータリアンの総意を結集して」  

 

週  報  第 ２ ６ １ ９ 回  

２ ０ ２ １ 年 ７ 月 ３ ０ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

今 回 例 会 行 事         テーマ：「 Watch」～世界の海から～  

担  当：会員増強委員会     卓話者：小村昌三会員  

８月６日 担当：会長幹事  ガバナー公式訪問  

担当：親睦活動委員会・ＳＡＡ   直前会長幹事慰労会

♦ ♢ ♦ ♢第 ２ ６ １ ８例会 ♢ ♦ ♢ ♦  

司会  田村隆治  
「 奉 仕の理想 」  
 

お客様  
 
第 12 ｸ ﾞﾙｰﾌ ﾟ  ｶ ﾞﾊ ﾞﾅｰ補 佐  

 山本美代子様 （ 習志野中央 RC)  

第 12 ｸ ﾞﾙｰﾌ ﾟ  ｸ ﾞﾙｰﾌ ﾟ幹 事  

山﨑由美様 （ 習志野中央 RC)  
 

会 長 挨拶     会 長  江頭泰利  
 
皆さん こんにちは 。  
先週 の豪雨 が去 り ま し た ら 、 今 度 は ３ ０ 度 前
後の猛暑が来て 、突然の ｽｺｰﾙに見舞われ る
状 況 で す が 、 お 変 わ り ご ざ い ま せ ん か ？ 今
日 の 新 聞 報 道 に よ り ま す と 、 「 鎌 ヶ 谷 と 八 千
代 が 重 点 措 置 追 加 、 知 事 方 針 １ ９ 日 か ら 予
定 」 と あ り ま す 。 八 千 代 市 は １ ５ 日 現 在 の 感
染者数が 1 ,656 人前日比 １ ０ 人増 と な ってお
り 、 引 き続 き ﾏｽｸの 着用 、 例会場入口での体
温測定 、手指消毒の励行 、 健康状態の申告
記録 、 会 長挨拶中 に黙食 に よ る 食事等 の励
行 を し て 、 最 大 限 の 感 染 予 防 を 実 施 し て ゆ
きたい と思います  
先月 、新型 ｺﾛﾅ感染症の関係で 、第 2790

地区 RLI パー トⅢを ZOOM で １日 ３時間を ２
日 にわ た り 受講 し て き ま し た 。 来 月 、 ｶ ﾞﾊ ﾞﾅｰ
公 式訪問を控え てい るか ら と い う わ けではあ
り ま せ ん が 、 国 際 ﾛｰﾀ ﾘｰの 動 向 を 頭 に 入 れ
て お く 必要 を 感 じ ま し た の で 、 ご 紹 介 し て お
き ま す 。 国際 ﾛｰﾀﾘｰの 会長 ｼｪｶｰﾙ･ﾒｰﾀ氏 は

「 奉 仕 し よ う  み ん な の人 生 を 豊 か に す る た
め に 」 を ﾃｰﾏと し て 掲 げ て お ら れ ま す 。 奉 仕
については 、 「 奉仕 と は私た ちが こ の地球で
生 活 す る 上 で こ の 土 地 を 借 り る 賃 貸 料 で あ
る 」 と 。 こ の よ う な 視 点 で 自 分 に 与 え ら れ た
環 境 に 対 し 感 謝 の 心 を 示 さ れ て い ま す 。 更
に奉仕する事は周 り を幸せにするだけでな く
自 分 自 身 も 奉 仕 す る 事 に よ っ て 豊 か に な る
と 仰 っ て い ま す 。 ま ず 、 初 心 に立 ち 返 っ て 、
RC について少し整理したい と思います 。  
定款の第 ３条 ｸﾗﾌﾞの目的  本ク ラブの目的は  
( a )「 ﾛｰﾀﾘｰの目的 」の達成を目指すこ と 。  
( b )  五大奉仕部門に基づい て 成果 あふれ る
奉仕 ﾌﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄを 実施する こ と 。  
( c )  会員 増強 を 通 じ て ﾛｰﾀﾘｰの 発 展 に寄 与
する こ と 。  
( d )  ﾛｰﾀﾘｰ財団を支援する こ と 。  
( e )  ｸﾗﾌ ﾞﾚﾍ ﾞﾙを超えた ﾘｰﾀ ﾞｰを 育成する こ と  
第 ５条  目的  
 ﾛｰﾀﾘｰの 目的は 、意義あ る事業の基礎 と し
て奉仕の理念を奨励 し 、 こ れ を育む こ と に あ
る 。 具体的には 、次 の各項を奨励す る こ と に
あ る 。  
第 １ ． 知 り 合 い を 広 め る こ と に よ っ て 奉 仕 の
機会 とす る こ と 。  
第 ２ ． 職 業 上 の 高 い 倫 理 基 準 を 保 ち 、 役 立
つ仕事はすべ て価値 あ る も の と 認 識 し 、 社
会 に奉仕 す る 機会 と し て ﾛｰﾀﾘｱﾝ各 自 の職
業を高潔な ものにする こ と 。  
第 ３ ． ﾛｰﾀﾘｱﾝ一 人一人が 、個人 と し て 、 ま た
事業および社会生活において 、日々 、奉仕
の理念を実践する こ と 。  
第 ４ ． 奉 仕 の 理 念 で 結 ば れ た 職 業 人 が 、 世
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界 的 ﾈｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸを 通 じ て 、 国 際 理 解 、 親 善 、
平和を推進する こ と 。  
２ ０ １ ７ 年 ６ 月 に ﾛｰﾀ ﾘｰ理 事 会 と 財 団管 理委
員 会 で 承 認 さ れ た の が 次 の よ う な ﾋ ﾞ ｼ ﾞ ｮ ﾝ声
明 で す 。 「 私 た ち ﾛｰﾀ ﾘｱﾝは 、 世 界 で 、 地 域
社 会 で 、 そ し て 自 分自 身 の 中 で 、 持 続 可 能
な 良 い 変 化 を 生 む た め に 、 人 び と が 手 を 取
り合っ て行動する世界を目指し ます 」 。  
ﾛｰﾀﾘｰの戦略的優先事項 と目的  
２ ０ １ ８ 年 ６ 月 、 RI 理事会 と ﾛｰﾀﾘｰ財 団管理
委員会は新 し い戦略的優先事項を承認 、 今
後 ５ 年間の戦略的方向性を示し ま し た 。 こ れ
は ２ ０ １ ９ 年 ７ 月 よ り 導入 されています 。  
１ ． よ り 大 き な ｲﾝﾊﾟｸﾄを も た らす 。  
ﾎ ﾟ ﾘ ｵ根 絶 に 向 け た 寄 付 と 支 援 、 そ の Ｐ Ｒ こ
そ ﾛｰﾀﾘｱﾝと し て の ｲﾝﾊ ﾟｸﾄを 与 え る こ と にな
り ま す 。 そ の ためには各地区での奉仕活動
を 行 う 際 に ﾎ ﾟ ﾘｵ根 絶 の Ｐ Ｒ を 進 ん で 行 っ て
く だ さ い 。 （ 夢 先 生の地区補助金に ﾎ ﾟ ﾘｵ根
絶の Ｐ Ｒ が条件付きであった ）  
２ ． 参加者の基盤を広げる 。  
ﾛｰﾀ ﾘｱﾝと 地 域 社会 の人々 が一 体 と な っ て
持 続 可 能 な 社 会 を 作 り 上 げ 行 く こ と が 必
要 。 そ の た め に は ﾛｰﾀﾘｱﾝが 奉 仕 活動 な ど
を通 じ て親睦を深めその先に地域の人々 と
の連携や ﾛｰﾀﾘｰの Ｐ Ｒ を推進 してい く こ と が
基盤を広げる こ と にな る 。  
３ ． 参加者の積極的な関 り を促す 。  
ﾛ ｰ ﾀ ﾘ ｱ ﾝが 自 ら 参 加 で き る 仕 組 み づ く り が
何 よ り 優先課題であ る 。 自分 たちの中で ﾛｰ
ﾀ ﾘ ｰを 展 開 す る 意 識 が あ れ ば 積 極 的 な 参
加者が増え るはず 。職業 、地域のつなが り  
４ ． 適応力を高める 。  
世 の 中 の 多 様 な ﾆｰｽ ﾞに 応 え る べ く 活 動 の
在 り方や手段方法を検討 し 、 同 じ 地域内で
も ｴﾘｱに よ っ て は ﾆｰｽ ﾞが 異 な り 、 参 加 者 の
基盤 も違い ます 。 ﾆｰｽ ﾞに 応 え る ため には多
少の勇気 と団結力が必要 。  
ロー タ リ ーの重点分野  
ﾛｰﾀﾘｰ財 団 は 、 補助金の手続を効率的に行
い 、補助金 ﾌﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄの質 を高め る こ と に力を
入 れ て い ま す 。 補 助 金 を 申 請 す る 際 は 、 該
当 す る 重 点 分 野 の 方 針 に 沿 っ た も の で あ る
こ と を確認 くだ さい 。  
１ ．  平和の構築 と紛争予防  
２ ．  疾病予防 と治療  
３ ．  水 と衛生  
４ ． 母子の健康  
５ ． 基本的教育 と識字率向上  
６ ． 地域社会の経済発展  
７ ． 環境  
ﾛ ｰ ﾀ ﾘ ｰは 、 天 然 資 源 の 保 全 と 保 護 を 強 化
し 、環境の持続可能性を高め 、人 と 環境 との
調 和 を 促す 活動 を 支 援 し ま す 。 (２ ０ ２ １ 年 ７
月 よ り )  
第 ２地区  ﾛｰﾀﾘｰ公共 ｲﾒｰｼﾞｺｰﾃ ﾞｨﾈｰﾀｰ  
服部陽子 （東京広尾 RC）  
「 ﾛ ｰ ﾀ ﾘ ｰの ﾋ ﾞ ｼ ﾞ ｮ ﾝ声 明 」 を 達 成 す る た め の

「 行動計画 」 には四つの優先事項があ り ま す
が 、 そ の う ち の一つは 「参加者の積極的なか
か わ り を 促 す 」 と な っ て い ま す 。 ｸﾗ ﾌ ﾞが 「 環
境 」 に かかわ る奉仕 ﾌﾟﾛｼ ﾞ ｪｸﾄを 実施す る こ と
で 参加者が増えれば 、 ｸﾗﾌ ﾞの 活 性化につ な
が り ま す 。 み な さ んの ｸﾗﾌ ﾞで も 、 「 環 境 」 に か
か わ る 新 し い 奉仕 ﾌ ﾟ ﾛｼ ﾞ ｪ ｸ ﾄを ｽﾀｰﾄさ せ る こ
と を視野に入れてみてはいかがでし ょ う か 。  
 

幹事報告     幹事  鈴木利雄  
 
・ ８ /６ （ 金 ）   ｶ ﾞﾊ ﾞﾅｰ公式訪問  16時点鐘  
直前会長幹事慰労会  17： 30開始  
・ ７ /１ ９ ～ ８ /２ ２ 八 千 代市 に蔓延防止 等重
点 措 置 が 発 令 さ れ ま す が 例 会 は 感 染 防 止
対策を行い開催します 。  
・ R財 団 よ り 地 区 補 助 金 金 額 決 定 の お 知 ら
せ が 届 き ま し た 。 ﾌ ﾟ ﾛ ｼ ﾞ ｪ ｸ ﾄ名 は 「 み ん な 夢
（ 目標 ） を も っ て努力するって 、 ｽﾃｷだね 」  
補助金決定額 ： 2 ,477ﾄ ﾞﾙ  
・ 本 日 の例会終了後に第 1回 ｸﾗﾌ ﾞ戦 略計画
特別委員会を開催し ます 。担当委員の方は
ご参集下さい 。  
 

お客様ご挨拶  
 
2021-22 年度  第 １ ２ ｸﾞﾙｰﾌ ﾟｶ ﾞﾊ ﾞﾅｰ補佐  

山本美代子様 （習志野中央 RC)  
 

本日は ３点の ご報告を致 し ま す 。  

１ .  静 岡 県 熱 海 市 内 で の 土 石 流 被 害 に つ い

て は 、 未 だ に 安 否確認 が 取れ な い 方が い

ら っ し ゃ い ま す 。 本 当 に 心 が 痛 む 被 害 で

す 。 2790 地区か ら ９ 日に災害支援積立金

か ら 100 万円を義援金 と し て送 り ま し た 。  

２ .  １ １ /１ ３ （ 土 ） 情報研究会開催 。 ｳｲｼｭﾄﾝﾎ

ﾃﾙﾕｰｶﾘに て １ ４ ～ １ ６ 時 。  

３ .  鵜沢 ｶﾞﾊ ﾞﾅｰ年 度の ｸﾞﾙｰﾌ ﾟ再 編案では 、 ８

２ ｸﾗﾌ ﾞを ４ つの ｸﾞﾙｰﾌ ﾟに 分 け る予定で 、今

後会議を重ねてい く予定です 。  

R I 会長は会員増強につい てお 話 を な さ っ

てい ます 。世界の ﾛｰﾀﾘｱﾝが 120 万人で ｽﾄｯﾌ ﾟ

し て い ま す 。 私 た ちひ と り が ひ と り を 増強すれ

ば 240 万人にな り ますが 、 ｺﾛﾅ禍では難しい

課題です 。 漆原年度は 2 , 7 3 3 名で ｽﾀｰﾄし 、

今年度は 2 , 665 名 と 68 名減 と な っ てい ます

が 、 会 員 増 強 に 成 功 し て い る ｸ ﾗ ﾌ ﾞ も 沢 山 あ

り 、 １ ９ ｸﾗﾌ ﾞは 増 員 、 ４ ６ ｸﾗﾌ ﾞで 退 会者が出 ま

し た 。 会 員 増 強 に つ い て は ｸﾗﾌ ﾞで 協 議 を 重

ね て進め て頂 き た い と 思 い ま す 。 財団への寄

付はひ と り あ た り 1 ,500 ﾄ ﾞﾙ、 ﾎ ﾟ ﾘｵを 30 ﾄ ﾞﾙお

願い し てい ます 。日本では毎年 80 万人の新

生児が産 ま れ て い て 、 一人の 赤 ち ゃ ん に ２ 万

円の補助 と 、 １ 回 5 , 000 円の ﾜｸﾁﾝを ４ 回受け

てい ますので 、毎年 160 億円の費用がかかっ
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て い る 事 に な り ま す 。 世 界 で ﾎ ﾟ ﾘｵが な く な れ

ば 、 こ の 費 用 が 他 の 事 に 使 え る よ う に な る わ

け で す 。 根 絶 ま で あ と 少 し の と こ ろ ま で 来 て

い ま す 。 １ ０ /２ ４ は 世 界 ﾎ ﾟ ﾘｵﾃ ﾞ ｰで 、 ﾏｲﾛｰﾀ ﾘ

ｰで は 翌 日 に は 動 画 が 見 ら れ ま す の で 是 非  

ご覧下 さい 。  
 

お祝い  
 
本人誕生日 ： 浅野正幸会員 ・ 葉山哲夫会員  
結婚記念日 ： 池田  建会員  
夫人誕生日 ： 菊川瑞江様  
 

例 会 行 事  
委 員 会 活 動 計 画 発 表  

幹事  鈴木利雄  
 
先週に引 き続 き委員会活動計画の発表を よ

ろ し く お願い致 し ます 。  
 

ロ ー タ リ ー財団委員会   副委員長  君塚欣哉  
 
[基本方針 〕 ﾛｰﾀ ﾘｰ財 団 へ の補助金 の 手続
き を効率的に行い 、 補助金 ﾌﾟﾛｼ ﾞ ｪｸﾄの 質 を
向 上 さ せ る こ と に 力 を 入 れ ま す 。  
ﾛｰﾀ ﾘｱﾝが 活 動 で き る 中 に 平和構 築 と 紛 争
予 防 の た め の 地 区 研 修 と ｸﾗ ﾌ ﾞ会 員 が 社 会
への支援を して奉仕を実施します 。  
〔 活動計画 〕  
1 .ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌ ﾞと し て 地元の奉仕活動を重点
に行います 。  
２ .奉仕 ﾌﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄに 対す る目標を設定 し 、 そ
の成果を記録発表する場を作 り ます 。  
3 .  寄付金の中で年次寄付を一人当た り 150
ド ル を目標 と し て活動していき ます 。  
 

奉仕 ﾌﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄ委員会統括委員長  佐野忠信  
 
[基 本 方 針 〕 ﾛｰﾀ ﾘｰ ｸﾗﾌ ﾞの 本 質 的 な 根 幹 を
形 成 す る ４ 大 奉 仕 (職 業 奉 仕 、 社 会 奉 仕 、
国 際 奉 仕 、 青 少 年 奉 仕 )を 統 括 し て 、 奉 仕
活動 を 実践 し て い き ま す 。 そ の奉仕活動は
犠牲 で 相互性 (ｷ ﾞ ﾌ ﾞ ｱﾝ ﾄ ﾞ ﾃ ｲ ｸ )を 止 揚 し て い
る か ら 、 社 会 の 持 続永 続 性 が 保 た れ る 。 だ
か ら素晴 ら しい と思い ます 。  
〔 活動計画 〕  
1 .各委員会 を本 ｸﾗﾌ ﾞの 特 徴 が出せ る よ う に
援助し ます 。  
2 .各 委 員 会 が 相 互 に 連 携 し て 奉 仕 理 念 を
深めて 、個々の人間性を高めます 。  
 
職 業 奉 仕 委 員 会    委 員 長  古 川  洋  
 
[基本方針 〕 2021 年度は ｺﾛﾅ禍 の真 っ た だ
中 に あ り 職 業 の形態 か ら 営 業 の方法 、 そ し
て 物流の手段 まで 、 大 き く 変 わ ろ う と し てお
り ます 。我々はその流れに乗 り遅れる事な く
情報 を先取 し な が ら 職業奉仕 を継続 し てゆ
き ます 。  

〔 活動計画 〕  
1 .例会で四つの ﾃｽﾄを 唱和 し ます 。  
2 .職業奉仕 ｾﾐﾅｰに積極的に参加します 。  
3 .職場訪問を実施します 。  
職 場 訪 問 は で き れ ば 会 員 の 皆 様 の 職 場 に
重 点 を 置 き な が ら 訪 問 さ せ て 頂 き た い と 思
ってお り ます 。  
 
社 会 奉 仕 委 員 会    委 員 長  佐 久 間 勇 治  
 
〔 基 本 方針 〕 社 会奉仕委員会は 、 地 域の人
び と の暮 ら し を 豊 か に し 、 よ り 良 い社会づ く
り に貢献する こ と を目的 と し ます 。  
地 域 の ﾆｰｽ ﾞに 答 え て 、 ﾛｰﾀ ﾘ ｱﾝと し て 社 会
奉 仕 に寄与 し 、 各 種 団 体 と 連 携協 力 し て 、
社会奉仕活動を行ってい き ます 。  
〔 活動計画 〕  
1 .交通安全運動への参加 、協力を し ます 。  
2 .社会福祉協議会の事業へ協力します 。  
3 .地域の事業に積極的に協力し ます 。  
4 .赤十字の事業へ協力し ます 。  
5 .災害発生時には 、人道支援をし ます 。  
6 .社会的弱者への支援を し ます 。  
 
国 際 奉 仕 委 員 会    委 員 長  朝 戸 健 夫  
 
[基本方針 ]本年度 RI 会長 ﾃｰﾏ「 奉仕し よ う  
み ん な の人生 を 豊か にす る た め に 」 に 基 づ
き ｺﾛﾅ禍 の な か 、 最大限 に国際社会 に対 し
ての奉仕活動を実践して まい り ます 。  
〔 活動計画 〕  
1 . ｺﾛﾅ禍 の状 況 に応 じ た 、 ﾛｰﾀ ﾘｰ世 界 大会
への参加活動を検討し ます 。  
2 .国 際 姉 妹 都 市 で あ る ﾀｲﾗｰ市 、 友 好 都 市
ﾊﾞﾝｺｸ市 と の交流事業に協力し ます 。  
3 .海 外 で の 災 害 発 生 時 に は 積 極 的 な 支 援
活動を行います 。  
４ .担 当 例 会 で は 、 国 際 奉 仕 に 基 づ い た 魅
力的な ﾌﾟﾛｸ ﾞﾗﾑを 実行 し ます 。  
 
米 山 奨 学 委 員 会    委 員 長  福 田 良 博  
 
〔 基本方針 〕 米山記念奨学会は 、 1952 年東
京 RC が日本 ﾛｰﾀﾘｰの創始者 、米山梅吉氏
の 功 績 を 記 念 し て 始 め た 国 際 奨 学 事 業 が
全 ﾛｰﾀﾘｰ地区の合同事業に発展した も ので
あ り 、 年間 883 人奨学生を採用国内最大の
民 間 事 業 で あ る 。 こ れ ま で に 支 援 し て き た
奨学生の数は累計で 21 ,000 人 、その出身
国は １ ２ ９ の 国 と 地 域に及んで い る 。 こ の事
業を通 し奨学生が平和を求め る日本を理解
し 、 ﾛｰﾀﾘｰを 理 解す る 事 で世界平和の架 け
橋 と な っ て 欲 し い と 願 い を 込 め 活 動 す る も
の で あ る 。 米 山 梅 吉 氏 の 言 葉 (何 事 も 人 々
か ら し て欲 し い と 望む こ と は 、 人々に も そ の
通 りにせ よ )  
〔 活動計画 〕  
1 .米山記念奨学会の意義 、活動を理解し て
いただき ます 。  
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2 .米山月間 (１ ０ 月 )に米山記念奨学会に 関
する卓話を依頼し ます 。  
3 .米 山 記 念 奨 学 会 の 寄 付 に は 普 通 寄 付 と
特別寄付 とがあ り理解を求めます 。  
4 .特 別 寄 付 を 理 解 し て い た だ く こ と で 一 人
で も多 く の米山功労者を誕生 させ ま す 。 (税
の優遇措置 、表彰制度がある こ と の周知 )  
 
プ ロ ジ ェ ク ト Y 委員会      委員長  杉  晟  
 
〔 基 本 方針 〕 こ の ﾌ ﾟ ﾛｼ ﾞ ｪ ｸ ﾄは 特 別 支援学級
と合同で実施する ﾌﾟﾛｼ ﾞ ｪｸﾄで あ り 、 2021-22
年 度 ﾛｰﾀ ﾘｰ財 団 地 区 補 助 金 ５ 回 目 の 対 象
ﾌﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄに な り ま し た 。  
・ 今 後 も 地 域及び財団 の意向 に沿 う 活動 を
し次回の補助金対象 ﾌﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄに 繋げます 。  
・ 小 学 ５ 年生 を対象 と し 、 地域 と と も に あ る ﾛ
ｰﾀ ﾘ ｰ活 動 の 一 環 と し て 教 育 委 員 会 と 共 同
で公益財団法人日本 ｻｯｶｰ協会の支援を受
け八千代市立 ２ ２ 小 学校の内未実施校 ８ 校
も順次実施し ます 。  
〔 活動計画 〕  
1 . ﾛｰﾀ ﾘｰ財 団 地 区 補 助 金 対 象 ﾌ ﾟ ﾛｼ ﾞ ｪ ｸ ﾄで
あ り 報 告書提 出等 の義務 を遂行 し ま す 。 次
の① 、② 、③は必ず実施し 、報告書は ﾌﾟﾛｼ ﾞ
ｪｸﾄ終了次第速やかに提出し ます 。  
① ﾛｰﾀﾘｰの ｲﾒｰｼ ﾞ向 上の観点か ら ﾎﾟﾘｵ根絶
の の ぼ り を 掲 示 し ﾎ ﾟ ﾘｵに 関 す る ﾁﾗｼを 配 布
し ま す 。 (のぼ り は財団委員会が貸与 し ﾁﾗｼ
は ｸﾗﾌ ﾞ宛 に送付 される )  
②報告書には活動の分か る 写真 、 児童 ・ 保
護者 ・ 先生方の参観感想文を添付し ます 。  
③ 報 告 書 の 関 係 書 類 、 活 動 写 真 、 領 収 書
等は ｸﾗﾌﾞで ５ 年間保管し ます 。  
2 .小学 ５年生は人格形成において大切な時
期 で す 。 一 方 現 在 の 社 会 環 境 は 多 様 性 に
満 ち て い ま す 。 こ の よ う な 環 境 の 中 で 自 分
がや り たい こ と 、 即ち夢 (目標 )を見つけて努
力 し てい く 過程 を学ぶ こ の 「 こ こ ろ の ﾌ ﾟﾛｼ ﾞ ｪ
ｸ ﾄ 」 は 非 常に有意義な ﾌ ﾟﾛｼ ﾞ ｪｸﾄで す 。 児童
には互いの夢 (目標 )の違い を認め合い 、価
値 観 の 多 様 性 を 認 識 し て も ら い た い 。 ま た 、
参 観 され る 保護者 、教育関係者の皆 さ ん に
は 、地域内の ﾛｰﾀﾘｰ奉 仕活動を知っ ていた
だ く と と も に 児 童 が互 い に多 様性 を 認識 す
る 一 つ の 機 会 に な っ て い る こ と も 理 解 し て
い た だ き 日 常の ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを し て も ら い た
い の で す 。 こ れ ら の こ と を 踏 ま え て よ り 多 く

の 方 々 に参観 し て い た だ け る よ う 教 育 委員
会に強 く働 きかけます 。  
3 .各委員は地域に根差し た ｸﾗﾌ ﾞ活 動 であ る
この事業の情報共有 、広報を心掛けます 。  
 
会  計             齋 藤 敏 夫  
 
1 . 2020-21 年度の決算について  

2020-21 年度の決算については 、決算確
定後速やかに監査を受けご報告 し ます 。  
2 . 2021-22 年度の予算について  
ｸﾗﾌ ﾞ運 営 の予算たる 「 一般会計 」 と 慈善 ・

奉 仕活動運営 の予算た る 「 対 外奉仕会 計 」
に つ き ま し て 、 当 ｸﾗﾌ ﾞの 規 模 と 実 情 に合 っ
た適正な予算に基づ き 、 資金の管理および
会計業務につき ま しては適正に効率的に執
行して参 り ます 。  
 
監  査             松 戸 英 雄  
 
[基本方針 ]年間の資金 と 運営 、 そ し て 決 算
確定まで 、監査致し ます 。  
〔 活動計画 〕  
財産目録にある備品が適正に管理されてい
る こ と 、 そ し て会計 も健全財政を維持し てい
る こ と を監査し ます 。  
 
～ ニ コ ニ コ B O X～            \ 3 4 , 0 0 0 -  

☆山本 G 補 佐 、 山 﨑 幹事 よ う こ そ 八 千 代 R C へ  

江頭 ・ 鈴 木利 雄 ・ 市 原 ・ 福 田 ・ 佐 野 ・ 三 井  

君塚 欣哉  

☆活動計画 の発 表 よ ろ し く お 願 い致 し ま す 。  

櫻井 ・ 大 中 ・ 朝 戸 ・ 江 口 ・ 日 下 部  

☆八 ヶ 岳 ｺ ﾞﾙﾌあ り が と う ご ざ い ま し た 。  

宮野 ・ 上 代 ・ 及 川 ・ 植 村 ・ 松 戸 ・ 飯 生 ・ 中 島 貞好  

中村 ・ 山 浦  

☆沖縄出張 の為 欠席 し ま す 。  

 八 ヶ 岳 ｺ ﾞﾙﾌ２ 日 目 優 勝 し ま し た ！ 佐々 木  

☆ 広 池 学 園 に は 「 戦 没 ・ 麗 沢 会 員 の 碑 」 が 建 っ

て 、 裏 側銅 板に 1 0 1 名の故人 の名が 刻印 さ れ て

い る 。 麗 沢 は 世界 一 の 良い 学校 です 。   佐 野  

☆梅雨明 け です 。  風 間 ・ 杉 ・  

☆遅 刻 し ま し た 。   杉山  

～ 友 愛 BO X～           合計￥ 1 7 , 0 0 0 -  

☆ ５ ２ 歳 に な り ま し た 。 喜 ぶ べ き か  

悲 し むべ き か 考 え 所 で す 。  浅野正幸  

☆ ７ １ 歳 ！ ？   葉 山 哲夫  

☆多分 ２ ９ 回 目 の 結 婚 記念 日で す 。     池田  

☆妻に 綺麗 な お 花 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 菊 川  

☆ ２ 回 目 の ﾜｸﾁﾝ昨 日 終 わ り ま し た 。     古川  

 近隣クラブ例会日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R .C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R .C  

  例会場  
四 街 道 ゴ ル フ ク ラ ブ  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
第 1ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ第 3夜 間 ｵﾘﾍﾞｰﾄ  
フ ラ ン ス 料 理  シ ェ ・ ム ラ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館         ７ 月の ロー タ リ ー レー ト  1 ド ル￥ 111-  

 会 員  
総 数  

出 席  
対 象 者  

出 席 者  ％  

７ ／ ９  ５ ５  ５ １  ４ ６  90 . 2  

■ ク ラ ブ 広 報 委 員 会  委 員 長 : 稲 山 雅 治  副 委 員 長 : 浅 野 正 幸  委 員 : 山 﨑 克 已  久 土 地  剛  
■ 出 席 委 員 長  日 下 部 良 夫  ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 火 曜 日 ま で に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い 。  
■ 例 会 日  金 曜 日 1 2 : 3 0～ 1 3 : 3 0  
■ 例 会 場  ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨ ｰ ﾀ（ 〒 2 7 6 - 0 0 4 9 八 千 代 市 緑 が 丘 1 - 1 - 1 公 園 都 市 プ ラ ザ 1 F  F A X 0 4 7 - 4 5 0 - 0 0 5 0）  


